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地

域

協

議

会

だ

よ

り

 
 

第
２
回
地
域
協
議
会
は
、
７
月
18
日
（水
）
午
後
２
時
か
ら
二
ツ
井
町
庁
舎
大
会
議
室

で
開
か
れ
ま
し
た
。
案
件
は
、
「
能
代
市
二
ツ
井
町
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
の
要
望
調

査
に
つ
い
て
」
、
「
運
営
調
整
会
議
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
」
、
「
自
主
審
議
等
の
進
め
方
に

つ
い
て
」
の
３
件
で
し
た
。 

概
要
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

能
代
市
二
ツ
井
町
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

要
望
調
査
に
つ
い
て 

 

旧
二
ツ
井
町
時
代
の
平
成
10
年
度
か
ら
、
自

転
車
の
ま
ち
づ
く
り
（
共
用
自
転
車
）事
業
と
し 

 
※

 

裏
面 

に
つ
づ
く →

  

 
 

 
 

委
員
の
皆
さ
ん
か
ら
の
質
問
・
意
見

と
回
答
の
主
な
内
容 

 
 

（質
問
）   

有
償
、
無
償
も
含
め
、
譲
渡
の 

           

条
件
は
何
か
。 

（回
答
）  

サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
現 

           

状
の
ま
ま
無
償
譲
渡
と
し
た
い
。 

（質
疑
）  

譲
渡
を
受
け
た
後
の
用
途
制
限 

          

は
あ
る
の
か
。
例
え
ば
、
周
り
を 

          

囲
っ
て
倉
庫
的
に
使
っ
て
も
良
い
か
。 

（回
答
）  

ど
の
よ
う
な
使
い
方
を
し
て
い
た 

 

 
 

 
 

 

だ
い
て
も
構
わ
な
い
。 

（質
疑
）  

譲
渡
し
て
も
ら
っ
た
後
、
将
来 

 
 

 
 

 

的
に
解
体
・処
分
す
る
際
の
費
用 

 
 

 
 

 

負
担
は
ど
う
な
る
か
。 

（回
答
）  

譲
渡
さ
れ
た
側
で
費
用
負
担 

 
 

 
 

 

の
う
え
処
分
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

旧二ツ井町時代に町内各所に整備され、現在

は使用されていないサイクルステーション 

て
町
内
各
所
に
整
備
さ
れ
た
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
及
び
駐
輪
場
は
、
26
年
度
の
事
業
廃
止

以
降
、
特
に
活
用
さ
れ
な
い
ま
現
在
に
至
っ
て

お
り
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
施
設
を
所
管
す
る
観
光
振
興
課
か

ら
、
次
の
と
お
り
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

  

サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
屋
根
の
腐
食
や

柱
の
損
傷
等
で
使
用
に
耐
え
な
い
よ
う
な
箇

所
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
と
し
て
は
、
来
年
度

以
降
、
基
本
的
に
は
全
て
撤
去
処
分
す
る
方

向
で
考
え
て
い
る
が
、
町
内
会
で
使
い
た
い
と

の
声
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
撤
去
を
基
本
と
し
な

が
ら
も
、
町
内
会
等
に
対
し
て
譲
渡
の
要
望

調
査
を
行
う
こ
と
と
し
た
。 

 

ま
た
、
二
ツ
井
駅
前
駐
輪
場
に
つ
い
て
は
、
ま

だ
建
物
も
し
っ
か
り
し
て
い
る
も
の
の
、
市
と
し

て
当
該
建
物
を
活
用
す
る
計
画
も
な
い
こ
と

か
ら
、
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
と
も
に
譲
渡

の
要
望
調
査
を
実
施
し
、
町
内
会
等
への
貸
付 

も
含
め
な
が
ら
、
解
体
の
方
向
性
を

検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。
 

 
な
お
、
地
区
の
集
会
所
敷
地
等
に

共
用
自
転
車
の
簡
易
駐
輪
場
と
し
て

看
板
設
置
等
を
行
っ
た
「
青
空
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
は
、
譲
渡
せ
ず
に

看
板
等
を
撤
去
す
る
方
針
。
 

 
８
月
末
ま
で
に
町
内
会
へ
の
要
望

調
査
を
実
施
し
、
９
月
の
と
り
ま
と

め
結
果
を
踏
ま
え
て
処
分
、
譲
渡
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
 

 
撤
去
・
譲
渡
は
3
1
年
４
月
以
降

を
予
定
し
て
い
る
。
 

 ※

以

上

の

説

明

に

対

す

る

主

な

質

問
・
意
見
と
回
答
は
次
の
と
お
り
 



 
 

 
 

《
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
て
》
 

 
 

第
7
期
地
域
協
議
会
・

自
習
研
修
を
ス
タ
ー
ト
 

（質
疑
）   

「老
朽
化
で
使
用
に
耐
え
な
い
」 

 
 

 
 

 
 

と
説
明
す
る
も
の
ま
で
譲
渡
対 

 
 

 
 

 
 

象
に
す
る
の
は
矛
盾
し
な
い
か
。 

（回
答
）    

天
神
荘
跡
地
と
荷
上
場
体
育 

 
 

 
 

 
 

館
に
あ
る
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ 

 
 

 
 

 
 

ン
が
特
に
痛
み
が
激
し
く
、
他
は 

 
 

 
 

 
 

そ
れ
ほ
ど
で
は
な
い
。
市
と
し
て 

 
 

 
 

 
 

は
解
体
を
基
本
と
す
る
が
、
そ
れ 

 
 

 
 

 
 

で
も
使
用
し
た
い
と
い
う
地
元
要 

 
 

 
 

  

望
が
あ
る
な
ら
ば
と
い
う
こ
と
。 

（質
問
）    

駅
前
駐
輪
場
は
、
観
光
の
た
め 

 
 

 
 

 
 

に
活
用
で
き
な
い
か
。 

 
 

 
 

 
 

 

ま
た
、
サ
イ
ク
ル
ス
ス
テ
ー
シ
ョ 

 
 

 
 

 
 

ン
が
解
体
さ
れ
た
後
の
敷
地
は
ど 

 
 

 
 

 
 

う
な
る
の
か
。 

（回
答
）    

駅
前
駐
輪
場
は
、
自
転
車
の
保 

            

管
倉
庫
と
し
て
作
ら
れ
て
お
り
、 

            

今
の
ま
ま
で
は
、
他
の
用
途
で
使 

 
 

 
 

 
 

う
に
は
非
常
に
使
い
に
く
い
状
況 

 
 

 
 

 
 

に
あ
る
。
建
物
の
活
用
を
い
ろ
い 

            

ろ
検
討
し
た
が
、
投
資
効
果
・
費 

            

用
対
効
果
の
面
か
ら
、
無
理
と
判 

 
 

 
 

 
 

断
し
た
。 

             
 

な
お
、
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

            

を
解
体
後
の
敷
地
は
、
更
地
に
す 

 
 

 
 

 
 

る
予
定
。 

（質
問
）    

自
治
会
・
町
内
会
だ
け
で
な
く
、 

 
 

 
 

 
 

住
民
の
声
を
聞
い
て
は
ど
う
か
。 

（回
答
）   

公
益
の
観
点
か
ら
、
各
町
内
会 

 
 

 
 

 
 

長
さ
ん
に
地
区
の
意
向
等
を
伺
い 

 
 

 
 

 
 

た
い
と
考
え
て
い
る
。  

 
 

 
  

 
 

地
域
協
議
会
は
、
市
長
そ
の
他
市
の
機
関

か
ら
諮
問
さ
れ
た
事
項
等
を
審
議
し
、
市
長

等
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
自

主
的
な
判
断
で
、
地
域
自
治
区
の
区
域
に
お

け
る
課
題
等
に
つ
い
て
審
議
し
、
市
長
等
に
意

見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

運
営
調
整
会
議
委
員
の
選
任
及
び
自
主
審
議
等
の
進
め
方
に
つ
い
て 

 

第7次秋田県高等学校総合整備計画に 

基づく今後の二ツ井高校について 
  

  この日の地域協議会では、案件審議に入る前に、

二ツ井高校の藤田博樹教頭から、第７次秋田県高

等学校総合整備計画に基づく今後の二ツ井高校

についての説明がありました。 

 

  既に新聞報道で内容は明らかにされているもの

の、地域の理解と協力が不可欠として、秋田県教

育庁及び二ツ井高校から地域協議会の場での説

明の申し出があり、お受けしたものです。 

  同整備計画では、平成３３年４月に二ツ井高校と

能代工業高校定時制課程を再編し、「能代高等学

校定時制課程」を設置。同定時制課程は昼間部で

あり、校舎は現二ツ井高校校舎を使用。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

自
主
研
修
～
自
主
審
議
を
重
ね
、
市
長
に

対
し
て
、
意
見
書
や
要
望
書
を
提
出
し
て
き

ま
し
た
。 

 
 

   

今
年
４
月
27
日
、
新
た
な
委
員
を
含
む
第

７
期
目
と
な
る
地
域
協
議
会
が
発
足
。
第
1

回
地
域
協
議
会
に
お
い
て
、
引
き
続
き
自
主

研
修
～
自
主
審
議
に
取
り
組
む
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。 

 
 

今
回
、
第
２
回
地
域
協
議
会
で
は
、
正
副

会
長
を
含
む
委
員
6
人
と
事
務
局
職
員
4

人
の
運
営
調
整
会
議
委
員
を
決
定
す
る
と

と
も
に
、
次
回
以
降
、
二
ツ
井
地
域
の
現
状

と
課
題
を
探
り
、
自
主
審
議
の
テ
ー
マ
を
絞

り
込
ん
で
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。 

委
員
の
皆
さ
ん
か
ら
の
質
問
・
意
見

と
回
答
の
主
な
内
容 

 
※

 →

表
面 

か
ら
の
つ
づ
き  

８月２９日、今期委員による第１回目の

自主研修が開催され、二ツ井地域の現

状と施策の分析評価を実施。今後さら

に、地域の問題・課題等を探り、検討を

進めていくこととしています。 

 移行スケジュール

として、３１年４月に

二ツ井高校定時制

課程（昼間部）を設

置。入学生は二ツ井

高校定時制課程へ

の入学となる。(全日

制の生徒募集は行

わず、現在校生が卒

業する３２年度末で

全日制は終了し、３３

 

こ
う
し
た
こ
と
を

踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で

も
地
域
協
議
会
で

は
、
市
か
ら
の
諮
問

等
を
待
つ
だ
け
で
は

な
く
、
地
域
の
課

題
等
の
解
決
や
、
こ

れ
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
の
観
点
か
ら 

昼間部の定時制高校に移行。）   

  また、３１年４月に二ツ井高等学校へ入学する

生徒が新たな学校の１期生となるため、校舎の呼

称について、同窓会や後援会関係者からの要望

を基に、両校の生徒・職員の意見も踏まえながら、

「秋田県立能代高等学校 二ツ井キャンパス」に決

定したことなどの説明がありました。 

  最後に、藤田教頭から、今後も地元の高校並

びに生徒に対し、変わらぬご支援、ご協力をお願

いしたいとあいさつがありました。 


